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伝統を守る@

-山寺勝ーさん
(75歳 ・大手町)

111与さんは、猟銃などの製造、 (1芸

品lf.にmわるいわゆる鉄砲鍛冶戦。 先

代からj凶諒する t、100年nl'.の伝統

をもち、.fQ{j:も依頼があれば銑仰の

(1芸Jlltを1'-掛けます=写点Ii.火制統=。

ただ、 「この仕事は、だれでもでき

るっていうもんじゃねェ。銃という

危険な道共を取り扱うので、 |司の許

IIf カ ~l 、る。 それに古11.'11'.も、 ノげili自分

ている人が少ないねエJ !:.笑いなが

ら:ti~ r.:f川にたたきます。

l 刊誌で~t~(の「鉄砲屋」に不公。

先輩や机}jの技術をi紅んで'~tl えたと

て作って制述しなければならな L、J いう経験も。「税も、口では教えて

と航しいー1(1什 ;iiかせます。 くれないので、よく見て手先で党え

鍛冶屈には、 Ini月・で紺介した「農 てきた。 その蛸み重ねが肝心J とい

鍛冶」、「刀鍛治」、そして「鉄砲鍛 う1I1!f-さん。 また、 「わしらはf1: ・J~

i台」がありますが、鉄砲鍛治職人は が川式だから、 ドリルやふいご tぃ
米信地jjでおそらく 111、Tさんだけ。 ったillHもT到j式。屯封j式では融i凪

「特殊なf1: ~JS.なので、 diいlでも均| つ が利かねェから …」 とも。



7月27日に議iE式を行い、整備が

すべて終了した「ふれあいの里J。之

こには和風の公園やポケットパーク、

自然や文佑に親しめる遊歩道や「塩

田の館」などがあり、そのスケール

は広大な範囲に及びます。皆さんも

気軽に散策を楽しんでみませんか。

ふ
れ
て
、
親
し
ん
で

に そ 度~、
っこ 見 _ ) 
いでに-‘ノ
て 、イT -、
教 こ き れれ
えの た た あ こ

-， l、とし、 σコ
く ふ と 閣 の lま
だれ唇き里 ξ
d あソ ま 」

、て ¥fj 
いし ，‘し か出
。の u・た整 凶

ま iこ里 寸・ 。備「
L .，。今 さふ

k
h

「
信
州
の
鎌
倉
」
と
呼

4
・

司

ば
れ
る
'
垣
間
平
の
前
山
地

ノ

区
一
帯
は
、
前
山
寺
や
・中

神
寺
、
龍
光
院
、
塩
野
神
社
、
嵐
旧

城
跡
な
ど
が
点
在
す
る

t
、
』
み
で
す
。

「-LA
れ
あ
い
の
思
」
は、

こ
れ
ら
の

「点」

t
し
て
存
在
す
る
個
々
の
立
重

な
文
化
遺
産
ぞ
、
点
か
ら
線
へ
、
線

か
ら
耐
と
し
て
歩
い
て
散
策
で
き
る

よ
う
、
そ
し
て
訪
れ
る
人
た
ち
が
歴

史
や
文
化
に
親
し
み
、
人
と
人
と
が

ふ
れ
あ
う
、
や
す
ら
ぎ
の
場
じ
す
る

た
め
に
箆
備
さ
れ
ま
し
た
。

公
園
の
完
成
で
整
備
終
了

句」
の
事
業
は
、
平
成
元
年
度
か
ら

整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
整

備
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、
中
禅
寺
横

の
ポ
ケ
ッ

ト
バ
l
ク
、
い
抗
野
村
社
か

ら
前
山
寺
ま
で
を
結
ぶ
遊
歩
道
(
あ

じ
さ
い
小
道
)
、
組
光
院
山
門
横
じ
昨

年
四
月
オ
ー
プ
ン
し
た
「
境
問
の
館
」
、

そ
し
て
今
年
度
撃
航
さ
れ
た
「
ふ
れ

あ
い
の
旦
公
胤
」
な

E
Jで
す
。
こ
れ

ら
を
総
称
し
て

「
ふ
れ
あ
い
の
旦
」

t
呼
ん
で

い
ま
す
。

自
然
や
特
徴
を
生
か
し
て

そ
れ
で
は
、
整
備
さ
れ
た
主
な
も

の
仁
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

-
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

中
禅
寺
横
に
あ
る
日
本
庭
闘
で
す
。

自
然
地
形
を
生
か
し
た
造
り
で
、
入

り

nは
竹
闘
い
、

中
に
は
茶
室
風
の

あ
ず
ま
や
も
あ
り
ま
す
。

-
遊
歩
道
(
あ
じ
さ
い
小
道
)

府
知
肝
神
社
の
境
内
か
ら
血
野
池
b
z

通
り
、
ふ
れ
あ
い
の
盟
公
閥
、
そ
し

て
前
山
守
ま
で
、
総
延
長
約

一
・
一
.

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
結
ぶ
レ
ン
ガ
敷
き

(
一
部
は
石
m
q
)

の
道
、
で
す
。
旧
跡

を
結
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
小
川
や
草

花
な
ど
の
自
然

t
ふ
れ
あ
う
こ
と
が

で
き
る
小
道
で
す
。

-
塩
田
の
館

「
蚕
都
卜
一川」

を
イ
メ
ー
ジ
し
た

養
蚕
民
家
風
の
造
り
で
す
。
塩

m北

条
氏
一f
代
の
居
城
と
い
わ
れ
る
塩
山p

、、

1'i~回減跡周辺には自然が多い
4・石畳の遊歩道(燈野神社境内)
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時
ふ
れ
あ
い
の
呈
公
園
(
実
は
措
祖
国
の
鎗
)
。
腐
れ
た
B
に
は
、
上
回
盆
地
が

一
望
に
見
渡
せ
る

，...._，g月~

市の動き

城
跡
か
ら
の
山
川
上
門
川
を
中
心
と
し
た

資
料
展
示
コ
ー
ナ
ー
や
研
修
コ

ー
ナ

ー
、
物
産
コ
ー
ナ

ー
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
こ

こ
で
は
、
お
や
き
、
す

い
と
ん
、
信
州
そ
ば
な

E
、
手
作
り

の
郷

t
料
理
の
昧
が
梨
し
め
ま
す
。

・
ふ
れ
あ
い
の
里
公
園

恥
山
の
飴
守
中
心

t
し
た
-M
脳
同
凶

の
公
闘
で
す
。
独
鈷
山
を
品
川
川以
に
問

季
を
辿
じ
て
楽
し
め
る
よ
う
、
さ
ま

ざ
ま
な
樹
木
が
純
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
高
台
の
地
形
を
生
か
し
て
あ
る

た
め
、
塩
間
平
が

一
望
て
き
ま
す
。

f〈れあ問
こ
の
辺
り
は
、
ま
さ
に
文
化
財
の
宝

庫
。
選
歩
道
を
利
用
し
て
徽
策
を
楽
し

み
な
が
ら
、
泡
田
の
館
で
小
休
止
な
ど

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
地
元
の
紫
朴
な

「
手
作
り
」
の
昧
も
食
べ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ふ
れ
あ
い
の
霊
公
園
か

ら
は
、
上
田
方
面
が

一
望
で
き
ま
す
。

気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
、
糧
自
の
自
然
や

歴
史
に
親
し
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

、ロM
筒
午

の
悶4

属国円

相
，

市

閣

と
FM

民
同

市

T

市
街
地
の
挑
め
抜
併

円
然
や
味
栄
し
ん
で

Aill‘ 

竹下三男さん

(鑓田の館館長〉

1白地震総合防災訓練(南小グラ

ウンド、約1.6凹人が参加}

E日畏野県市長会(長野市)

3日市民と市長のB 特別鍵護老

人ホーム「実質の塁』 ・室調デイサ
ービスセンター及び在宅介議支媛

センター新築工事安全祈願祭(室

賀小跡地)

4臼第15回健康づくり市民のつど

ぃ;市民会鎗) 羽白孜副総理・

外務大臣就任上小地区祝賀会(市

民会館)

68 第10回国際奈流研究委員会

フ日盲導犬貸与式(松本市の前野

弘美さん) 9月定例市議会招集

日 :-24臼)
9日 敏老祝い訪問(市内部歳以上

63入)

12臼敏老祝い訪問(市内 100歳以

上4人) 第15回うえだ市民ふれ

あい広場{上回創造館)

13日 ドイツ ・フュッセナー八一モ
ニー楽団コンサート(文化会館)

16日畏野県暖簾箆力開発短期大学

校{仮称)安全祈願祭{禦営上回

リサーチパーク内)=写真=

18臼 うえだ女性会議設立総会(中

央公民館)

24日秋の~通安全運動街頭指導
(、JR上田駅前)

26日 上国市民総合体育大会(市民

体育館)

観光課(内線1422)-問い合わせ-
16 10. 広報うえだ'5.[3 J 



ι三三週~~情報

日
月
6
日
・
ア
日
は

高
齢
者
文
化
祭
ヘ
/

••• 
「年
輪
と
知
恵
と
で
ひ
ら
く
文
化

祭
」
守
テ
l
マ
に
、
円
ご
ろ
、
努
力

し
て
製
作
し
た
作
品
や
ク
ラ
ブ
活
動

の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
ま
た
、
手

工
芸
品
、
野
菜
、
お
や
き
な

E
の
即

売
も
あ
り
ま
す
。

講師

横島庄治さん

よごしま ・しょうじ
上田市出身。早稲田

大学政治経済学部卒。

NHK放送記者勤務

を経て、同線道局解

説委員、現解説主幹

ム
日
月

8
日
⑧
午
後
6
時
何
分

上
田
創
造
館
文
化
ホ
ー
ル

マ
と
念
日
月
6
H
ω
・
7
日
間

午
前
叩
時
i
午
後
3
時

(
7
日
は
午

後
2
時
ま
で
)
マ
と
こ
ろ
高
齢

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
マ
そ
の
他
漫
才
師
林
・

家
ラ
イ
ス
・
カ
レ
1
子
の
コ
ン
ど
に

よ
る
出
前
漫
才
(
カ
レ
!
子
は
上
岡

市
出
身

)
t市
内
の
高
齢
男
性
で
結

成
し
て
い
る
シ
ル
バ

ー
フ
レ
ン
ド
の

特
別
出
演
も
あ
り
ま
す
。
マ
送
迎

一
一
日
間
と
も
送
迎
パ
ス
を
運
行
し

ま
す
。

北陸新幹線や上信越門動車道の工事が、平-

l求9ifの開通目指し、急ピッチで進められて

います。市では、地方拠点者rSil'j地域の指定に

向け、また第三次上川市総令計同の策定にあ

たり、高速交通網の整備t介わせた広域(1¥)な

魅力あるまちづくりについて、 w民の符さん

とともに考えるため、「まちづくりシンポジウ

ム」を|鳴きます。大勢ご参加ください。

・内容 (1)基司~;J~持出 NHK 解説主幹・横島

庄治さん(1て副市/1'.身) =写真=による rJニ

岡地域の広域的な発展をめぎして~拠点都市

整備令ふまえて -J(仮題) (2)バオ、ノレディス

カッション パオ、リス トは国上庁地方振興局

総務課長・滝沢忠徳さん、長野県企画局長・

花岡勝明さん、長野大学産業社会学部教授・

山崎医殺さん。上n=Jk子短期大学教段 ・飯LII

jE江さん。 コーテ河オ、ーターは椴島fセ治さん。

・問い合わせ 企阻i~~~ (内線1222)

B :30 
9 :20 
10: 10 
11 : 00 

10: 45 
11 :35 
12:45 
13:35 ;:， ( )は11月

6日仕知み

11臼8日(土)
15:3日

11月7臼{日)
14: 10 

11 :50 
13:00 
(13:50) 

14:25 
(15: 05) 

楽しさいっぱい/

-送迎パス時刻表

1111川西支所 9 :20 
西| 白 銀 9:25 

セ|方|小泉 9:40 
目薗|古吉町 9 :45 

ムノ! ! 

Itgl海田支所 9 :20 

タl男|神焔石材 9 :30 

面|長池下 9・3直

行|媛|重量鍛支所 9・20
|臨 11!プン

宍|殿|イレブン前 9:30 
-，方IAコープ前 9:35 

面l県営深場 9 :40 

薬
物
乱
用
防
止
地
域

の
つ
ど
い
へ
ど
う
ぞ

••• 
党
せ
い
剤
、
大
麻
、
シ
ン
ナ
ー
な

ど
の
薬
物
乱
用
問
題
は
、
現
在
社
会

、
て
は
避
け
て
通
る
、
」

t
が
で
き
な
い

ほ
ど
、
身
近
で
深
刻
な
問
題
で
す
。

県
な
ど
で
は
、
薬
物
乱
用
の
恐
ろ

し
き
を
正
し
く
理
解
し
、
社
会
か
ら

薬
物
乱
用
を
追
放
す
る
た
め
に
、
次

に
よ
り
開
き
ま
す
。

マ
と
き
日
月
2
日

ω午
後
1
時

加
分

i
4
時

マ

と
ニ
ろ

上
回
合

同
庁
舎
6
階

マ

内

容

薬

物

依

存

者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

の
近
藤
恒
夫
さ
ん
に
よ
る
講
演
な
ど
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奥尻町に1，500万円余

去る7月12日に発生した北海道南西沖地震

に対して、上田市から総額15.488.687円の災

害援援金が集まりました。とれは各自治会を

過して、市民の皆さんカ、らのご聖子貴重によるも

のです。佐藤照三自治会連合会会長らは9月

17日、北海道奥尻町を訪れ、同町助役に永野市

畏のメッセージを添えて義援金者E手渡しまし

た=写真=。ご協力ありがとうございました。

• 

男
と
女
の
い
い
関
係

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
ヘ

••• 
マ
と
き

叩
月
初
日
出
午
後
l
時

i

4
時

マ
と
こ
ろ

文
化
会
館
(
材

木
町
)

マ
講
演
東
京
都
豊
島
区

立
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
所
長
・

佐
藤
洋
子
さ
ん
H
H
写
真
ー
に
よ
る
「続

ひ
k

o
t

J
d

い
て
女
と
男
」

マ

そ

の

他

託
児

も
行
い
ま
す
。
希
望
者
は
事
前
に
厚

生
課
(
内
線
1
6
0
8
)

へ
。

佐藤洋子さん

女性問題、マスコ

ミ論に精通し、世

諭に訴えるジャー

ナリスト。 1980年
国連の 「婦人の10
年J中間也界会議

の特派員として事書

道の璽貨を果たす。

朝日新聞学芸部記

者、同編集委員宅

縫て、現在豊島区

立男女平等縫進セ

ンター所喪

4‘、
応
募
し
て
ね
「
明
る

い
選
挙
替
発
標
語
」

••• 
政
治
・
選
挙
に
対
す
る
意
識
ぞ
高

め
、
常
に
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
が

行
わ
れ
る
た
め
に
、
次
に
よ
り
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
「
明
る
い
選
挙
啓
発

標
語
」
を
募
集
し
ま
す
。

マ
内
容

明
る
い
選
挙
推
進
に
関

す
る
も
の

マ
応
募
方
法

郵
便
は

が
き
に
棋
譜
(
一
人
何
点
で
も
可
)
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
を
明
記

し
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

マ
送
付

先

一
T
制
市
内
大
手

1
1
日

l
M

長野オリンピック

のマスコットは、
「スノーレッツ」

です。

=阿ゥ
…

mpω
ハヴ

……wゑ
上
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
(
内
線
1

6
7
2
)

マ
締
め
切
り
口
月
四

日

ω
マ
入
選
作
品

入
選
者
全
員

に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

マ
そ
の

他

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
版
権
は
主
催
者
側
に
属
し
ま

す。「
施
設
を
見
る
会
」
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
/

••• 
施
設
を
知
る
よ
い
機
会
、
で
す
。
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
参
加
は
無
料
で
、

一
人
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
な
お
、
昼
食
は
市

で
用
意
し
ま
す
。

マ
集
合

午
前
9
時
加
分
ま
で
に

市
役
所
正
面
玄
関
前
ヘ

マ
定
員

各
コ

l
ス
何
人
(
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
)
マ
申
し
込
み

叩
月
お
日
開
か
ら
日
月

5
日
働
ま
で

に
電
話
で
秘
書
課
(
内
線
1
1
1
2
)

ヘ
マ
懇
談
会

昼
食
後
、
市
長

t

の
懇
談
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

11月16臼(火) 11月17日(水) 11月18日(木)

9・50 9: 40 高齢者福松 9:40アクアプラザ
10:20 泡図の館 センター 10・20 よ由

10:40 リサーチパーク
10:40 デイ・サービス 親水公翻

11 :00 
センター 10・30

11: 10 農業バイオ
10:50 上回市 11:3日下水浄セ化ンター

11 :50 センター
11:5日 しいのみ歯

11 : 50 文化会館

12:00上回創造舘
12: 10 市役所 13: 10 
13: 10 13:20 

13:30 浄水管獲
クリータン 13・3日報懲寮センー 14:3日 センター

再資2車化施段 14:30 

• r施設を見る会J日程とコース

長野オリンピックの基本渡念を

シンボル化し、子どもから大人ま

で、また国際的にも殺しまれる大

会マスコットとして、 フクロウを

モチーフとした 『スノーレッツ」

が生まれました。

フクロウは、日本をはじめ、広

く世界に分布し、吉くから r森の

知恵者」といわれてきました。古

代ギリシャでは英知の女神アテナ

の従者であり、ギリシャ紳話にも

登場します。

「スノーレッツ(SNOWLETS)J

という名称には、いくつかの窓妹

が込められています。ます冬季オ

リンピックをイメージさせる、雪

(SNOW)、rさあ、 一緒に/Jと元

気よく呼びかけることぱ(LET'S)、

そして 「フクロウの子どもたち3

(OWLEST)です。 r4Jという数

は、 4年に一度の開催であるオリ

ンピックの記号でもあります。

スノーレッツl立、愉快で新しい

雰囲気を作り出すことでしよう。

・(財)長野オリンピック冬季競妓

大会組織委員会穆務局 (fi026掲}
1898) 

アクアプラザ上回

“身の周りからのまちづくり"法問15呉3yif吹喫雰主/開25証言町議料)[5] 



-情報テーブル・

農
林
・土
木
重
点
に

日
億
円
余
を
補
正

9
月
定
例
市
議
会
が

9
月

7
日
か
ら
周

目
白
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
日
億

5
8
5
6
万
円
を
計
上
し
た
5
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
な
ど
位
機
案
、

2
報
告
案

が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
可
決

・
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

二
れ
に
よ
り
、
補
正
後
の

一
般

会
計
予
算
の
総
額
は
3
6
8
億
5
4
7
0

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
任
期
満
了

と
な
る
公
平
委
員
に
上
野
博
子
さ
ん
(
臼

歳
・
材
木
町
)
が
、
人
権
擁
護
委
員
に
宮

原
泰
助
さ
ん

(η
歳
・
柳
沢
)
・
宮
沢
新

さ

ん

(
肝
歳
・
西
前
山
)

・
林
幹
雄
さ
ん

(
印
歳

・
大
手
町
)
が
そ
れ
ぞ
れ
再
任
さ

れ
ま
し
た。

「
土
地
基
本
調
査
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
/

---
n
n
l日
開
現
在
で

に
土
地
基
本
調
官
世
引
調
究
が
行
わ

れ
ま
す
。
調
侃
結
決
は
、
投
が
川
の

土
地
政
策
を
的
確
に
実
施
す
る
た
め

の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

上
川
市
で
も
約
5

0

0
世
帯
が
逃

ば
れ
、
刊
日
ド
仰
に
知
事
が
任
命
し

た
調
査
員
が
調
究
訴
を
持

っ
て
お
宅

に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

2
2
6
)
 

-
主
な
条
例
の
制
定
・
改
正

マ
都
市
計
画
法
に
よ
る
地
区
計
画
等
の
寮

の
作
成
手
続
に
関
す
る
条
例
の
制
定

(
内
内
合
}
用
途
地
峡
内
で
の
上
地
利
川
や

施
設
終
陥
に
附
す
る
地
υ白
川
州
仙川
市
の
川
町
案

の
舵

-
a

小

H
法

・
必
見
の
提
出
ト
刀
法
の
千
枇

き
を
定
め
る
も
の
で
す
。

マ
上
田
市
印
鑑
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

(
内
自
立
印
鍛
州
U
M
州
市
け
務
の
屯
掠
加
に
開
化

に
刈
泌
さ
せ
る
た
め
の
条
例
小
の
附
係
縦

定
の
改
定
で
す
。

マ
上
田
市
デ
イ

・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
条

例
の

一
部
改
正

(
内
裕
}
川
胤
川
川
門
川
体
行
川
附
跡
に
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
令
ぷ
訳
す
る
た
め
の
附

保
規
定
の
改
正
、
で
す
。

• 
一
般
会
計
補
正
予
算
の
内
容

新
川
崎
市
P
業、

制
介
し
ま
す
。

充
%
し
た
が
業
を
小
心
に

児
畠
思
館
親
子
ふ
れ
あ
い
事

'h
JW
AF
a
J

，ES
 

•• 

R
υ
s
l
u
r
 

(
内
伯
作
}
児
ι
恨
の
飽
A
t
育
成
を
徽
進
す
る

た
め
、
判
例
，

rピ
1
チ
バ
レ

l
、
綾
子
映
同

会
な
ど
の
開
催
。

マ
在
宅
老
人
な
ど
の
中
・
短
期
保
護
事
業

:
5
0
3
万
円

(
内
容
)
在
宅
若
人
中
期
保
護
扶
助
費
4

5

0
日
分
、
楠
ほ
う
性
老
人
短
期
保
護
扶

助
的
4
0
0
n
分
の
追
加
計
上
。

-
哩
司

g
F
マ
中
国
農
業
研
修
生
受
け
入

aEa--れ
事
業
:
:
:
:
:
:
:
-
m力
川

(
内
容
)
巾
・国
市
波
市
か
ら
の
民
業
研
修

生
2
人
の
受
け
入
れ
。

マ
農
業
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
事
業

・・6
8
6
0
μ
り

(
内
谷
)
佐
き
行
前
ハ
ウ
ス

2
快
お
よ
び

給
水
施
設
の
整
備
に
。

マ
創
造
の
森
整
備
事
業
:・

5
2
8
0
万
円

(内
谷
}
ド
組
(
堀
川
)
の
描
山

一
引
に

あ
ず
ま
や
、
休
後
施
設
、
出
場
な

E
を
終

的
(
追
加
計
上
・

3
年
・
計
同
)
。

市
制
度
資
金
の
金
利

0
・
5
%引
き
下
げ

---
m
H
U
n
ω
か
ら
、
巾
・小
企
業
向

け
が
業
資
金
融
資
あ

っ
せ
ん
の
金
利

を
引
き
下
げ
て
運
用
し
て
い
ま
す
。

各
資
金
ご
と
の
粂
件
、
内
容
な
ど
に

合
州
法
(
内
線

l

全
国

一
斉

ai
凹

ε{マ
。1"1林
終業
}構

f.:造
tl改
j也馨
同事
巡業
jj}J : 
}J_~ 9 
2め2
の G
が 5
(~Ií )j 
な川

‘逼.，
a'マ

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

a
E
E
E‘

:・:・
・・・・
・・3
0
2
0
万
円

{
内
申
立
小
品
下
旬
線
歩
泊
戦
備
が
来
的

の
追
加
汁

k
な

E

マ
道
路
整
備
事
業
負
担
金-

4
0
7
5
万
円

(
内
谷
}
ド
室
賀
橋
の
終
備
事
業
伐
の
追

加
川
卜
.
な
ど
。

マ
高
速
道
関
連
施
設
整
備
事
業

:
J
i
---1
億

7
1
9
4
.力
刊

マ
新
幹
線
関
連
施
設
整
備
事
業

・・
・・
・5
4
8
3
M川
s

a--aマ
南
小
学
校
庭
外
環
境
整
備

aE.
，‘
事業
:
:
:
:
1
0
5
0
万
円

マ
西
塩
田
・

別
所
小
学
校
統
合
小
学
校
整

備
事
業
:
-
j
i
--:
:
:
:
:
3
7
7
0
万
円

マ
上
回
城
跡
公
園
整
備
事
業

・
・
・
:
:
:
:
・3
9
0
0
が
り

つ
い
て
は
、
商
工
諜
(
内
線

1

4

0

3
)
£
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
世
帯
に
受
け
箱
と
表
札
を

m月
は
郵
便
受
け
箱

・
家
族
表
札
の

設
置
促
進
月

[6] 16 10. 広報うえだ5.
負傷者674(-54) 
( )は昨年比〉

死者4(-4)
<9月末茨在。

上田市の交通事故発生状況側529件(ー31)



• 

納
税
標
語
の
入
選
作

ロ
聞
か
決
ま
り
ま
し
た

今月
の
納税

便利で確実な口座振替のご利用を

••• 
上
旧
税
務
署
、
上
小
地
方
事
務
所
、

上
田
市
で
は
、
税
金
の
役
割
と
納
税

の
必
要
性
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
市
内
中
学
三
年
生
ぞ
対

象
に
納
税
標
語
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

7
8
5
人
か
ら
作
品
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。慎

重
に
審
査
し
た
結
果
、
次
の
お

点
の
入
選
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

納期限は11月1日伺)
・市県民税 3期

・国民健康保険税 4期

-
上
回
税
務
署
長
賞

マ
税
金
を
納
め
て
明
る
い
み
ん
な
の

笑

顔

関

由

美

江

ご

中

)

マ
税
金
、
で
盟
か
な
毎
日
明
る
い
老
後

中
島
鉄
兵

三
百
・)

マ
税
金
は
よ
り
良
い
社
会
を
つ
く
る

た

め

竹

内

沙

苗

(

三
中
)

マ
税
金
で
み
ん
な
笑
顔
の
街
づ
く
り

鎌
形
亜
紀
(
四
中
)

マ
税
金
は
悶
を
支
え
る
大
き
な
力

大
田
雅
美
(
五
中
)

相談名 日 時 会場な ど

11月12日幽

法 律 相 談 1:3 : 30-15 : 30 市

(予約制) 11月26日掛 1~し
生 活環境課

13: 30-15: 30 所
(南1削階)

人権 ・悩みごと相談
11月4日附

宮 内総13891 3 : 00 -16 : 00 @ 
11月11日(ね 4 

土地 建物相談
13: 00-16 : 00 l 。

農地問題相談
11月1日例) 。農業委 Ji会

8 : 30-17 : 00 (本庁舎 21;皆)

イ丁 政 キB 員提
11月8日開)

阿武デノfート
10 : 00-15 : 00 

心配ごと相談
毎週火11被刊

1 0 : 00 -15 : 00 社会細川:協議会

法 律 相 談
11月20日tD (ft⑫ 2025) 

10: 00一正午

i去 律 本自 談 11月17日(榊
(予約制 n: 30-15 : 00 上HI商工会議所

保険年金相談
毎週月一金隈日 (宮 @ 4500) 
9 : 00-16 : 00 

市 民 相 談 毎週月~令|曜日 '1:活環 境 課

消費生活相談 9 : 00-16 : 00 市 (南庁合 31:'鈴)

児 蜜 相 談
毎週1-1-全lliR円

役
児 :宜保育;j!jt

9 : 00-1s : 00 (岱⑮2000)

母 子 相 談
毎週月~背tlllcl円 所 児童保有諜

9 : 00-16 : 00 (内線1(36)

毎週月~土曜日 京都保育|剣

子育 て 相 談 8 : 30-19 : 30 I呆脊センター

(-I-:PlU Aは12:30) (ft⑪ 3096) 
よりよい社会のために

マ
税
金
そ
納
め
て
明
る
い
希
望
の
未

米

丸

山
和
香
子

(
塩
田
中
)

マ
税
金
。
て
き
れ
い
な
環
境
す
み
よ
い

生

活

村

岡

宏

昭

(

六

中

)

・
上
小
地
方
事
務
所
長
賞

竹
内
啓
ご
中
)
、

工
藤
め
ぐ
美
(
二

中
)
、
長
尾
江
里
子
(
一二
中
)
、
滝
沢
め

ぐ
み
(
四
中
)
、
平
林
盟
茂
(
五
中
)
、

安
藤
千
恵
(
塩
田
中
)
、
堀
内
里
美
(
六

中
)

-
上
田
市
長
賞

小
山
登
、
小
林
奈
々
子
、
低
回
仁

美
(
以
上

一
中
)
、
問
辺
亜
矢
子
、
大

杉
真
由
、
小
松
聡
(
以
上
二
中
)
、
佐

藤
香
織
、
和
田
緯
稚
子
、
山
宮
さ
と

美
(
以
上
三
中
)
、
石
井
愛
、
菅
原
伸

正
、
吉
池
剛
(
以
上
四
中
)
、
閑
拓
馬
、

中
村
裕
美
、
佐
々
木
和
真
(
以
上
五

中)、

斉
藤
美
香
、
小
林
宰
恵
、
中
村

浩
章
(
以
上
塩
田
中
)
、
赤
羽
静
香
、

山
崎
裕
美
、
土
屋
宏
明
(
以
上
六
中
)

マ
問
い
合
わ
せ

収
税
謀
(内
線
1

3
0
4
)
 

申
種
防
火
管
理
者
の

「
資
格
取
得
講
醤
会
」

••• 
マ
と
き

日
月
お
日
附

・
初
日
樹

午
前
9
時
1
午
後
4
時
加
分

マ
と

こ
ろ

市
民
会
館

マ
受
講
料

金

員
3
5
0
0
円
、
非
会
員
5
0
0
0

円

マ
申
し
込
み

日
月
1
日
仰
か

ら
問
問
日
掛
ま
で
に
消
防
本
部
予
防

課

(
包

@
0
1
1
9
内
線
2
1
7
)
へ

「
国
の
教
育
口

l
ン」

は
国
民
金
融
公
庫
で

••• 
マ
対
象

高
校

・
続
大

・
大
学

・

各
種
学
校
な

E
に
進
学
ま
た
は
在
学

す
る
人
か
保
護
者

マ
融
資
額

l

人
1
5
0
万
円
以
内
マ
申
し
込
み

国
民
金
融
公
庫
長
野
支
唐

(8
0

2
6
2
@
2
1
4
1
)
 

ぜひ、ご覧くださいノ

「小さな旅と美術館J

10月30日②午前7空ga
-1:1:1・・冒!tI腸団副首;.~... ~ 

上田市では、信州の鎌倉お別所温

泉を中心に紹介します。マツタケ
山、別戸耳石湯・温泉街、安楽寺 ・

常楽寺、信灘デッサン館、薬局に

んじんなど o

毎月曜~金曜/午前9B寺30分~午後E跨40分(祝祭日除く)/
松本自動車保険請求相談センタ-fiOe63⑮7790(お気軽にどうぞ)~通事故無料相談16 10. 広報うえだ5.{ア}



j選内議欝iz鮮日以・'

繁いt''"' 
字、、

b事曹 .，'"う
・森島美咲苦'l;>1v・;菱〈ん

(1歳6か月.3か月
/平自町)

r美咲は一日じゅう滋んで
ばかり。大人のまねが上手
になりました。凌はお13'、ろ
が大好き」と母の優子さん。

保健 診Dt
保健予防諜(内線 1374)

-食を考えるつどい

食生活改善J位進協議会上小支部では、If:j齢社会を他

やかに暮らすために、次により IJH催します。お気軽に

ご参加ください。

いとき 10月2611(刈午前11時から午後4時まで t-

とニろ 東部町"1央公民館講堂(東部町役場裏側)

bテーマ 「これからの健康づくりと食'1::活J t-内容

(1)展示 「竹粗しよう起を予防しよう J(2)体験発表 「健

康仁よい食生活への提言J(3)講演(日本食生活協会会

長 ・松谷満子さんによる「これからの健康づくり t食

生活J t-問い合わせ 保健予防，誕(内線1376)

-在宅介護を考えるつどい

(社)上田薬剤師会な Eの主催で行t、ます。人円の高

齢化が進むなかで、病気やそれに伴う介護の問題は、

ますます身近でE要な問題となっています。在宅での

医療や介認に対し、地域の医療の呆たす役割、医療の

辿H~など、医師、 |前科医師、薬剤師、行謎婦、ホーム

ヘルノfーなどが、どのように関わっていった今よいか

与えてみましょう 。

t-とき 10月23日出午後2時 t-ところ 文化会館

(材木町 1・令IIIJ庁舎南隣) t-内容 厚生省社会扱

諮問地域福祉課長・高山康信さんによる競演 「地域医

療t福祉J t-問い合わせ (社) 1-.111薬剤師会(~⑫

6130) 

-竹月の乳幼児健康32査

b受付時間 いずれも午後]時-21時 b持ち物

母子健康平版、パスタオル(4・10か月児)、歯ブラシ

( 1歳 6か日記入 1歳 6か月児は、赤ちゃA手艇の'11

にある健康診究累に記入してお持ちくださ t、。 3歳児

の健康診査訴は、様式が変わりました。また、視聴覚

検査のアンケー卜も加わりましたので用紙をお送りし

ます。ご記入のうえ健康診ffにおmかけください。

・保健センター(市役所南庁舎2階)

健 診|実施口 | 生年月日

11月 2R 
4 カ・ J:j 

11月16FI 

11月4日
10 台、 H 

11月19日

11月10日

11月17R

，11月11R 1 2. 10. 1-]0. 15 
3 歳 l t 

|11月24日 I2 .]0. 16-10. 31 

・塩田母子健康センター(塩田地区)

4 か JJ1..__._ 15. 6. 16-7. 15 
111月30日!

10 か打
E

3 歳 111月 5R 1 1. 3. 16-5. 15 

・川西社会福祉センター (川西地区)

11月25日

11月8日

5. 6. 16-7. 15 

4.12. 16-5.1.15 

1. 4. 16-5. 15 

2. 6 . 1 -11. 30 

正しい救急法の知識と技術を身

につけ、緊急時に必要な処置がで

きるよう講習会を聞きます。

t>とき H月6日出、 7日1日}、13呂田、

14日(8)(いずれも午前9時から午後4時

30分まで) t>とこ ろ 福祉会館(大手

2・NTT上回支后向カ、い側・宮@20

2 5) t>内容 人工呼吸、さずの手当て、
三角きんの使用法など t>参加費 3，000
円(教材資など) t>申し込みはがき

(住所、氏名、生年月日、電話番号、受
講会場「上回」を記入)か電話で・11月

2日(刈までに f干J86 市内大手 lー 11-

16 市役所厚生課Jへ t>その他 ①会

場には実技のできる服装、筆記用具、昼

食を持参②会場には駐車できません。

t>問い合わせ厚生課(内線 1606)

献血にご協力を将?議官E!乾;臨兵賠訴自立22223謹翠寝) 広務うえ定5.10. 16 [8] 
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